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　・１人１台端末の活用、観点別評価のさらなる充実・改善、三修制の奨励など、持てる教育資源や制度による指導を徹底することによって、学習の個別最適化を進めるとともに、主体性の向上と授業規律の遵守を目指す。 特になし。
　・職員間での生徒指導の意思統一を徹底することによって、個々の生徒の実態に応じて学校内外での規範意識とコミュニケーション能力の育成を図る。
　・社会性の育成を重点とした段階的キャリア教育を展開し、体験的活動を充実することで、勤労観及び職業観を醸成しながら、社会的・職業的自立を目指した指導を行う。
　・各種アンケートによって生徒自身に心身の健康を意識させるとともに、職員間での生徒情報の共有を徹底することによって生徒の実態に応じた保健指導と個々の健康課題の改善を図る。
　・ICTを活用した効果的な学習指導について、各教科・科目における具体化を図る。また、特別な支援が必要な生徒に対する支援体制を構築するために必要な研修を実施する。

ＩＣＴ支援員と連携しながら、各教科・分野におけるＩＣＴ教育の取
組の実践を行っている。今後は、他校の授業実践例などを例示
しながら、ＩＣＴの新たな可能性も検討していきたい。

特別な支援が必要な生徒に対する支援体制を
構築する。

学校活動における様々な場面で特別な支援が必要な生徒に対して、養護教諭やSC・SSWとの連携のもと支援
ができる体制を構築し、情報を全教職員に周知する。

SC・SＳＷと連携して必要な生徒にカウンセリングをつなげ
ている。今後は、情報の周知を効率的かつ効果的にできる
よう工夫していく。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策
評価項目以外のものに関する意見

研　　　修

教育センターや県教育委員会主催の研修だけでなく、様々
な校外で行われる研修会への参加を促している。今後も
キャリアステージに応じた研修の案内ができるようにする。

校内での教職員研修の充実を図る。
・教職員研修を複数回、確実に実施する。講師や内容については、教職員の要望や校内の実情も踏まえて検
討し、効果的なものとなるようにする。特に統合型校務支援システムやＩＣＴ教育に関する研修を複数回行う。

A A
防災避難訓練やリアテンダントシステムなど、校内の実情に
応じた校内研修を行っている。今後も職員の必要や要望に
沿って必要な研修を行うようにする。

各教科・分野におけるICT教育の推進に努める。 全教職員が、それぞれの教科・分野において、ICT教育の具体的取組目標を検討・実践できるようにする。その
ためにICT支援員と協力し、授業実践例などを例示する。

教育センター等の校外研修の周知を徹底し、よ
り多くの教職員の参加を奨励する。

・教育センターや県教育委員会主催の研修について、年度当初に案内する。夏期休業中の研修会に多くの職
員が参加できるように促す。人権研修については、年間の予定を作成した時点で、全教職員に参加を促すよう
にする。

A A

A

B B

Ａ

・適切である。
・生徒が心身の健康に関心を持ち、自己の健康管理ができるよう支援する。

Ａ

・適切である。

心身の健康相談の充実を図り、生徒支援に生
かす。

・SSW（週１回）、SC（月２回）の教育相談事業の充実を図り、チーム学校の体制作りを行う。
A

SC・SSW共に活発な活用がされている。今後も職員間での
情報共有や連携を密にし、生徒の支援を実施する。・特別支援教育の充実を図るため、具体的な支援方法や支援体制を構築する。

安全かつ快適な学校環境衛生の充実を図る。
・学校薬剤師と連携し、新校舎での安全点検や学校環境衛生点検等を適切に行う。

健康安全指
導
 

（保　健）

保健管理、保健指導の充実を図り、自己の健康
管理ができる生徒を育成する。

・生徒健康診断受診率９５％を目指し、疾病の早期発見、健康の保持増進ができるよう保健管理を行う。
B

B

生徒健康診断においては平均受診率が８５％という結果に
なった。次年度は検診日の設定や検診の周知を工夫し、受
診率向上を図る。

B
週に１回の清掃が定着しつつあるが、清掃不十分な箇所も
みられれる。次年度に向けて人員の配置や清掃手順の見
直しを行う。・新校舎での環境整備体制を作り、生徒が教室やトイレ等の美化に努めるよう支援する。

進 路 指 導

社会的および職業的自立を目指したキャリア教
育を推進する。

・卒業生による進路講話や学力向上講座、上級学校や職業についての調べ学習を行い、進路に関する見聞を
広め、コミュニケーション能力や課題解決能力の育成を行う。また、全学年を対象に各教科担当の自作プリント
等を提供したり、１年生を対象にSEL-8Cを導入したりすることで、学力と社会性の向上を図る。

A A

A

ジョブドラフトへの全生徒参加や、生徒主体の校内ジョブドラ
フトの実施等新たな取り組みを行い、生徒に職業体験の機
会を提供した。次年度はSEL-8Cの回数を増やしたい。

Ａ

・適切である。

計画的な就業支援を行い、生徒の社会性を育
成する。

・就職・企業ガイダンスや社会人マナー講座を通じて、就業の意義を学ばせる。また、新たに進路の手引きを作
成し、生徒に情報提供を行う。

B

進路の手引きを活用できる機会が少なかったため、次年度
はタブレットやスマホでいつでも閲覧可能に変更したい。職
場訪問に関しては、職場を変更する生徒もいるため、支援
体制の整備のためにも副担任も交えた通年での実施を検討
したい。

・就業をキャリア形成の機会の一つとして奨励し、担任による職場訪問を実施し、生徒の勤務先との支援体制を
構築する。

卒業予定生徒への進路支援の充実を図る。
・進路アンケートを定期的に実施し、卒業予定生徒の進路希望や進学・就職情報を共有しながら、組織的に進
路支援を行う。

複数の教員で面接指導等を実施できた。次年度は生徒情
報共有会議を活用し、さらなる情報の共有に努めたい。

・スポーツフェステイバルは大変好評
だった。もっと発信して欲しい。

・20歳以上の喫煙マナー指導、20歳未満の喫煙防止指導に努める。また、車両通学者に対しては、交通事故等
の防止のため交通マナー指導をするとともに、排気音等の迷惑運転等に対する指導を行う。

いじめの未然防止・早期発見に努め、他者を尊
重し発言・行動ができる生徒を育成する。

・学校いじめ防止基本方針を柱とし、学校生活アンケート、いじめ無記名アンケート、面談、SSWやSCによるカウ
ンセリング、職場訪問、学級日誌、給食時間等の観察、普段の何気ない挨拶等により生徒の状況を把握し、い
じめの早期対応を行う。ＳＮＳの利用法等を含めた携帯電話の適正使用について、集会やＨＲ活動、講演会等
の特別活動を通じて指導する。

B

学校生活アンケートやいじめ無記名アンケートで訴えのあった内容に
ついては、ＳＳＷやＳＣと連携し、早期対応を行うことで、課題への未
然防止に努めてきたため、多くの生徒は穏やかな学校生活を送れて
いる。しかし、SNSを端としたトラブルやアンケート等には訴えのなかっ
た人間関係のトラブルがあったことから、普段から何気ない会話にお
いて、生徒の心理などを掴んでいく必要があると思われる。また、ＳＮ
Ｓの使い方といった問題についても、指導していく必要がある。

・ＳＳＷやＳＣとの連携、教育相談やカウンセリングを活用しながら生徒の発信するSOSをとらえ、早期対応、心
のケアを行う。

学校行事、部活動、生徒会活動における生徒の
自主的な活動を支援し、自立心や協調性を育成
する。

・様々な学校行事を通じて、生徒一人一人が活躍できる場を設け、生徒の自尊感情や自己肯定感、社会的スキ
ルの向上を図る。生徒会活動の主体的な活動を支援し、生徒の自立心や協調性の向上を図る。 A

スポーツフェスティバル等の体育的行事やワンヘルスを取り
入れた遠足等の文化的行事を生徒会中心となって取り組ん
だ。次年度は生徒会を中心に活動できる行事を増やしてい
きたい。・安全面に留意の上、部活動の充実を図り、生涯スポーツへの興味・関心を高め、共感的人間関係の育成を支

定期考査については、それぞれの考査で毎回２～３名の理
由なし考査不受験者が見られ、課題が残った。・理由なし考査不受験者に対して事後指導を必ず行う。

Ａ

出席不足や成績不振による原級留置者を減少
させる。

・出席率向上のため、欠課時数が単位数の７倍で１回目、単位数の９倍で２回目の時数指導を実施する。
A 時数指導は対象者全員に指導を行うことができた。成績不

振者に対しては補講（夏季・冬季）を実施することができた。・成績不振者に対しては、長期休業中に補講（夏季・冬季）指導を実施し、基礎学力を定着させる。

生 活 指 導

（生徒指導）

個に応じた生徒指導を行い、公共の精神、規範
意識、自律の姿勢を涵養する。

・授業中や集会中の態度について、他の分掌や各教科と連携しながら授業、ＨＲ活動、特別活動、教科指導な
どにおいて継続的に粘り強く指導する。また、盗難の未然防止のため、啓発活動や巡回を行う。

A

A

教 科 指 導

（教　務）

どのクラスも授業や集会等において概ね落ち着いた環境で授業
や特別活動が行われていた。また、授業中に職員が巡回をする
ことで盗難の未然防止に向けた取り組みが行われたが、授業の
中抜けを行う生徒がいるため、次年度以降も巡回指導は継続し
たい。

Ａ

・適切である。

・ＩＣＴ機器の活用やＡＬ型の授業など、主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業実践を推進する。

・学習指導方法の改善や教科指導力の向上を図り、授業研修週間を年間２回設定する。

・授業アンケートにおいて、生徒満足度７０％以上を目標に授業の充実を図る。

資格取得および高卒認定試験等を活用した三
修制を支援する。

・１学期末の三者面談で保護者に対して、資格取得や三修制を周知する。

A

３年在籍生徒の４０％以上の三修制による卒業について
は、５０％の卒業を達成することができた。漢字検定につい
ては１月下旬実施のため、現在目標達成に向けて国語科と
連携し、取組中である。

・３年在籍生徒の４０％以上の三修制による卒業を目指す。

多面的評価や授業改善に努め、興味・関心を持
たせる授業を実践する。

・生徒のよい点や進歩の状況などを積極的に評価する多面的評価、観点別評価に取り組む。

A

A

評価については、適切な多面的評価、３観点による観点別
評価を行うことができた。考査問題については、観点ごとの
出題を定着させることができた。大型モニターを活用した授
業やＡＬ型の授業、１人１台端末の利用など、興味・関心を
持たせる授業や主体的・対話的で深い学びの視点に立った
授業も随所に実践することができた。

・進路指導部と連携し、卒業後の進路（進学や就職）について意識付けを行う。
・１、２年生全員の漢字検定試験の受験と、卒業までに２０％以上の３級以上の合格者を目指す。

生徒の授業態度を改善させる。
・授業態度改善指導については、主に携帯電話の不適切使用が喫緊の課題である。そのため、生徒指導部と
連携し、授業開始時や集会、ＨＲ活動等あらゆる機会を通じて注意喚起を行うとともに、適宜個別指導も行う。

B B 授業態度については、一部の生徒で携帯電話等の不適切
使用が見られた。次年度も粘り強く指導を継続したい。

定期考査の考査受験率を向上させる。
・定期考査の重要性を周知し、安易な考査不受験者をなくす。

B

具体的目標 具　体　的　方　策 評価（３月） 成果と課題、他分掌への提言

Ａ

昨年度の成果と課題 年　度　重　点　目　標 具　体　的　目　標

　教育活動全般において、生徒一人一人の課題を全職員
で共有し向き合うことで、生徒が自己肯定感を高め、また、
生徒が互いの個性や能力を発揮し合うことで、自己有用感
を高めることに着実に成果を上げることができた。今年度
は、新校舎における学校生活のスタートという歴史的な時
期であり、社会に開かれ恵まれた教育環境を十分に活用
することで、個別最適かつ協働的な学びを推進させるととも
に、一人一人の生徒の生きる力を確実に育むためのチー
ムとしての学校づくりを推進したい。

　主体的に学ぶ生徒の育成
ＩＣＴ機器の活用やアクティブ・ラーニング型授業など、授業力の向上を基盤としたカリキュラム・マネジメントにより、基礎力、思考力、実
践力を身に付けた２１世紀型学力を育成する。

　基本的な生活習慣の確立と自尊感情向上
伝統ある学校文化を継承しつつ、学校行事等を契機に、場に応じた適切な言動や規律ある生活態度を身につけたり、教師や生徒同士
のふれあいの中で自尊感情の高揚を高めた豊かな心を育成する。

　豊かな人権感覚の醸成

様式３

令和５年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立筑紫中央高等学校（定時制課程）

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画　（４月）
　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

学校運営方針（スクールミッション） 生徒が自分たちの良さや可能性を認識し、自立していけるように、集団生活の中で基礎的な学力や社会性・人間性を身に付けた人材を育成します。

Ａ

互いの相違を認め、受容しながら自己と他者の両方を尊重する意識を高め、現代社会が抱える様々な人権課題を正しく理解し、公平・
公正に思考、判断できる力を育成する。

　主体的な進路選択の実現
生徒が自分の能力や適性に応じて、主体的に進路を選択し、社会的、職業的に自立するために必要な能力や態度を身に付けさせる進
路指導を教育活動全体を通じて行う。
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